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と原材料の迅速な輸送が可能となっている。
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①活況な証券市場

ベトナムには2つの証券取引所がある。
中でも出来高が大きいのは南部のホー
チミン取引所だ。コロナ下でもベトナ
ムの株式市場は活況であり、今年の国
内個人投資家の新規口座開設件数は、
この4か月間に約36万口座を超え、総口
座数は 314万を超えた。

②ベトナム株の時価総額

今年4月末時点のベトナムの時価総額は
約28兆円と1952年1月末の日本の時価総
額に等しい。日本は現在約728兆円。
ベトナムの21年のGDP成長率は +6.5％と
前年の2.91％から大きく増加する見込み
（ IMF 国際通貨基金調べ）

成長を見逃さないための3つのポイント

③鉄は国家なり

都市部を中心に建設ラッシュが進むベ
トナム。建設資材となる粗鋼（鉄）の
生産量は東南アジアの中でも著しい増
加を見せている。鉄はインフラや製造
業で幅広く使用され、経済の成長に欠
かせない。ホアファットグループ
（HPG）はベトナム鉄鋼業界の最大手。
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銘柄 （兆円）

1 ビングループ 1.91

2 ベトコムバンク 1.64

3 ビンホームズ 1.55

4 ホアファットグループ 1.03

5 ビナミルク 0.86

6 ヴィエティンバンク 0.84

7 テクコムバンク 0.82

8 VPバンク 0.78

9 ベトナム投資開発銀行 0.77

10 ペトロベトナムガス 0.73

1 トヨタ自動車 28.38

2 ソフトバンク 14.59

3 ソニー 13.14

ベトナムと日本の時価総額上位

5月20日現在。ブルームバーグの情報を基にJSI作成
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VN指数の売買高は5年前の約7倍に拡大。

16年5月末の出来高を100として算出。ブルーム
バーグの情報を基にJSI作成

ベトナムと日本の売買高の推移
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ベトナムの生産量は東南アジア諸国の中で群を抜く

世界鉄鋼協会の情報を基にJSI作成

東南アジアの粗鋼生産量（千トン）


